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開  会  （１５時０３分） 

議  長  それでは、定刻を過ぎておりますので始めさせていただきます。 

 皆さん、こんにちは。 

 開会に先立ちまして、お知らせを申し上げます。現在、クールビズ期間中でござい

ますので、本日の会議では上着、ネクタイ等は着用されなくても構いませんので、お

伝えをいたします。 

 また、執行部より議会全員協議会の開催の申し出があっておりますので、ご報告い

たします。本議会終了後、引き続き全員協議会を開催したいと思いますのでご了承い

ただきたいと思います。 

 組合事務局では、令和１０年から新たに操業開始予定の次期新施設の建設に向け協

議が行われております。本日の全員協議会では係る協議の進捗状況について、議会に

報告されますのでよろしくお願いをしたいと思います。 

 また、併せまして、サン・ポート建設までの経緯について説明がありますので、予

め報告をいたします。よろしくお願いを申し上げます。 

 議  長 それでは、ただ今から、令和２年第２回甘木・朝倉・三井環境施設組合議会定例会

を開会します。 

直ちに会議を開きます。 

なお、本日の出席議員は、１４名で会議は成立いたします。 

 議  長  本日の議事日程につきましては、お手元に印刷配布のとおりであります。ご了承く

ださい。 

 日程第１  

 議  長  日程第１ 「会議録署名議員の指名」を、行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第６８条の規定によって、 

５番 小島清人議員、６番 熊本正博議員を指名します。よろしくお願いをいたしま

す。 

 日程第２  

 議  長  日程第２ 「会期の決定について」を、議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日８月２１日の１日間としたいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日１日間と決定いたしました。 

 日程第３   

 議  長  日程第３ 「組合長のあいさつ及び提案理由の説明」を、求めます。 

組合長 

 組 合 長  まずもってですね、お暑い中お集まりいただきましてありがとうございます。 

 このサン・ポートの所在地は筑前町でございます。そして今、新型コロナ感染が猛

威をふるっております。その状況について、若干時間をいただきたいと思っておりま

す。 

 実は昨日、筑前町の職員に感染者が確認されました。そのことを受けまして、昨晩、

庁舎内等の一斉消毒、これを業者に委託いたしまして消毒を行ったところでありま

す。 

 併せまして、保健所の指導を受けまして、濃厚接触者の出勤停止、さらには検査等々

に今入っている最中でございます。その経過等は明日分かりますけれども、保健所の
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指導どおり懸命の対応策で臨んでおりますので、よろしくお願い申し上げたいと思い

ます。 

 それでは、ごあいさつ申し上げます。 

 本日、ここに、令和２年第２回甘木・朝倉・三井環境施設組合議会定例会を招集し

ましたところ、議員の皆様方には、公私ともご多忙の中、多数ご出席賜りまして誠に

ありがとうございます。 

 さて、本日、ご審議をお願いいたします案件は、議案１件、議案第６号、令和元年

度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入歳出決算の認定について、であります。 

 令和元年度決算は、歳入総額２，２４２，２２８千円に対しまして、歳出総額が２，

１３５，９９６千円となりまして、実質収支額１０６，２３２千円を翌年度へ繰越い

たします。 

 歳入は、対前年比１４１，３３７千円の減で、特に、５款繰越金で、１００，９８

１千円の減額がございました。 

 歳出は、対前年比９４，６４９千円の減となっております。 

 ２款総務費と３款施設運営費で、１７３，２５９千円の減額となりましたが、施設

改修工事に係る起債借入に伴いまして、４款公債費の支出が増高してまいっておりま

す。 

 以上、地方自治法の定めにより、令和元年度決算について、議会の認定に付すため、

ご提案さし上げますとともに、併せて、提案理由の説明とさせていただきます。 

 つきましては、慎重にご審議いただきまして、ご承認を賜りますようお願い申し上

げます。ありがとうございます。 

 議  長  提案理由の説明が終わりました。 

 日程第４  

 議  長  日程第４ 議案第６号「令和元年度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入歳

出決算の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

施設課長 

 施設課長  皆様、こんにちは。 

 それでは、ご説明さし上げます。 

 議案第６号について、ご説明をさし上げます。 

 別冊の議案書をお手元にお願いいたします。 

 議案書の１ページをご覧ください。 

 議案第６号「令和元年度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入歳出決算の認

定について」 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査委員の意見書を付けて、令和元年

度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入歳出決算書を別冊のとおり本会の認定

に付する。 

 本日付け提出、組合長名であります。 

 決算の内容につきましては、後ほど説明を行います。 

 それでは、議案書の２ページと３ページをご覧ください。 

 去る７月１６日に実施されました決算審査を踏まえまして作成されました、意見書

を添付しております。ご確認のほどをお願いいたします。 

 この件に関しましては、後ほど代表監査委員から、決算審査報告を行っていただき

ます。 

 以上で、議案書の説明を終わります。 

 それでは、令和元年度の決算のご説明に入らせていただきます。 
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 まず、別冊の決算に係る主要施策の成果説明書に基づき説明いたしますので、これ

をお手元のほうにお願いいたします。決算に係る主要施策の成果説明書でございま

す。 

 ２ページをご覧ください。 

 まず、決算総括表の１の歳入歳出決算額です。 

 歳入総額が２，２４２，２２８千円で、対前年比１４１，３３７千円の減、歳出総

額が２，１３５，９９６千円で、対前年比９４，６４９千円の減となりました。 

 差引額は、１０６，２３２千円で、対前年比４６，６８８千円の減です。 

 次に、総括表の２の歳入です。 

 歳入の主な減額項目ですけれども、５の繰越金が１５２，９２０千円で、１００，

９８１千円の減額、８の地方債が６６０，３００千円で、３９，５００千円の減とな

っております。 

 なお、５の繰越金には、前年度繰越明許費分７７，７６０千円の皆減が含まれてお

ります。 

 純繰越金は、決算額１５２，９２０千円で、２３，２２１千円の減でございました。 

 ８の地方債は、年次改修工事の支出額、計画額でございますけれども、これが前年

度より低額の計画でございましたので、起債借入額も低額となったものでございま

す。 

 最後に、総括表の３、歳出です。 

 歳出の主な減額項目としましては、２の総務費が１１０，２３０千円で、８５，２

８０千円の減、３の施設運営費が１，８９７，９８８千円で、８７，９７９千円の減

となっています。 

 ４の公債費が１２７，１５１千円で、７８，５３６千円の増となっております。 

 公債費は、平成２９年度以降、年次改修工事の起債返還が始まっておりますので、

支出額が大きくなってきておるということでございます。 

 それでは、３ページをお願いいたします。 

 ３ページ以降は、主要施策の成果等の説明となってまいります。金額表記は円単位

でございますが、説明は千円単位で進めさせていただきます。ご了承ください。 

 なお、決算書で該当箇所をお示しするところもございますので、決算書もお手元の

ほうにお願いいたします。 

 決算書では５ページから６ページ辺りから該当箇所となってまいります。 

 それでは、歳入からご説明いたします。 

 １款１項１目分担金及び負担金は、決算額１，３４５，７４１千円で、対前年比１，

４７２千円の減です。 

 ページ右側の主要施策の名称及び成果等の説明、こちらの欄をご覧ください。 

 （１）に記載しますとおり、市町村負担金は１，３３８，１３５千円で、市町村の

負担金の内訳につきましては記載のとおりでございます。 

 （３）で掲載しております派遣職員人件費の７，６０６千円、こちらのほうは、組

合から筑前町に派遣している職員の人件費であります。 

 次に、２款１項１目使用料及び手数料は、決算額４６，５３３千円で、４，０２６

千円の増です。 

 成果等の説明欄の１の（１）に記しておりますとおり、直接搬入、個人が直接ごみ

を持ち込まれる分でございますけれども、こちらの件数が増加しております。先に手

数料値上げで減っておりました効果がですね、ここに来て戻ってきたものかと思われ

ます。 

 なお、コロナウイルスの流行で、年明け以降、家庭ごみの持込みが増大いたしまし
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た。同時期、全国的な現象として、家庭ごみの排出が一時的に急増したことが確認さ

れております。ご承知かと存じ上げますけれども、一応ご報告まで申し添えさせてい

ただきます。 

 ３款財産収入は、決算額２６，８７３千円で、対前年比５，９２２千円の減です。 

 成果等の説明の欄で、（１）の表がございますけれども、財産売払収入、物品売払

収入でございますが、決算額２６，６６１千円でございます。 

 これにつきましては、物品売払収入だけで対前年比５，８３２千円の減額となった

ということでございます。 

 以下、資料等にデータはございませんけれども、令和元年度におきましては、資源

化物の売り払いに対しまして、特に金属類、こちらのほうの業者引取価格が大幅に下

落いたしました。主なところでは、破砕スチール、それから２級鉄、アルミ缶、この

３つを合わせただけで約６，０００千円の減額となったような状況でございました。 

 それでは、４ページをお願いいたします。 

 決算書は７ページ、８ページあたりが該当となってまいります。 

 ５款１項１目繰越金は、決算額１５２，９１０千円です。 

 前年度繰越明許費分７７，７６０千円の皆減を含む１００，９８１千円の減です。 

 ７款諸収入は、決算額９，８６０千円で、２，５１２千円の増です。 

 雑入で、余剰電力売電料、決算額９，２２０千円がありますが、こちらのほうは、

対前年比で２，３４９千円の増となっております。 

 タービンの出力アップ改修工事等を実施しておりましたけれども、こちらの成果が

出てまいりまして、エネルギー回収効率が向上いたしまして、買電、買い入れるほう

の電力が削減されてまいりました。 

 元年度は、売電ですね、売るほうとしても収益が、このような形で数字で出てくる

ような結果となったものでございます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ８款１項１目地方債は、先の説明のとおり、３９，５００千円の減でございました。 

 ６ページをお願いいたします。 

 決算書は９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 ここから歳出のご説明となります。 

 最初に、１款１項１目議会費でございます。 

 議会費は、決算額６２７千円でございました。 

 令和元年度は、定例会２回、臨時会２回を開催しております。 

 ７ページになります。 

 ７ページから８ページの中段までにかけて、２款総務費についての記載になってお

ります。 

 ２款１項１目一般管理費は、決算額１０９，９４９千円で、対前年比４，８１２千

円の増です。 

 主な事業の決算状況について、説明を加えます。 

 資料右側の成果等の説明の欄、下のほうでございますが、（４）の本年度の単独実

施事業の欄をご覧ください。該当箇所が、決算書のほうでは１１ページから１２ペー

ジ以降の掲載事項となってまいります。 

 上から、グラウンド夜間照明ＬＥＤ設備修繕費として４，１２５千円、１つ飛びま

して、３番目でございますが、財務会計システム更新として４，４０１千円、それか

ら４番目になりますが、ごみ処理施設整備検討委員会支援業務、こちらは、次期新施

設整備の検討に要しました費用でございます。 

 令和９年度に予定される施設閉鎖を前に検討委員会を立ち上げまして、協議を進め
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ております。会議運営等ほか、コンサルタント業務を委託したものでございます。 

 係る件で、有識者のコンサルタント業務委託料として１，５４０千円を支出してお

ります。一般財団法人日本環境衛生センター、こちらのほうに委託しております。 

 最後、５番目でございます。 

 栗田区運動公園グラウンド暗渠排水設備改修としまして、３，６９６千円でござい

ます。 

 以上につきましては、当初予算計上分について申し上げましたけれども、令和元年

度も豪雨被害の対応がございました。 

 資料、少し上に戻りますが、上から２番目になります。 

 雨水調整池補修整備費、こちらのほうで１，１３４千円の支出がありました。補正

予算で対応させていただいております。 

 梅雨期の豪雨で、グラウンドに雨水とともに大量の土砂が流入しております。土砂

の撤去並びにグラウンドの復旧整備に要した費用でございます。 

 雨水調整池につきまして、こちらをグラウンドとして兼用して使っておりますこと

から、近年の豪雨発生状況に鑑みますと、係る経費負担の恒常化が懸念されます。も

う何年か同じような状況が続いております。 

 ８ページをお願いいたします。 

 決算書では１３ページから１４ページの掲載となっております。 

 ２款１項３目施設改修基金費は、決算額２１３千円でございました。長期包括運営

委託になりますと、施設設備の点検・整備費用が長期包括運営委託の委託料で賄われ

てくるようになります。 

 したがって、係る基金運用、基金積立は、事実上必要がなくなってきておる状況で

ございます。 

 ２款２項１目監査委員費は、決算額７０千円、６９，９２０円でございました。ご

説明は割愛させていただきます。 

 以上で、２款総務費の説明を終わります。 

 成果説明書、引き続き８ページの下のほうから９ページまででございます。 

 ３款施設運営費のご説明になります。 

決算書では１３ページ、１４ページ、下段あたりからの掲載となります。 

 令和元年度もごみ処理施設の老朽化対策、そして年次改修工事を実施し、平成２９

年度からの４年次計画で３年目、３回目の工事が無事完了いたしました。 

 また、平成３０年度からの引き続きで、長期包括運営委託の導入について、本格的

な取り組みに入りまして、無事年度内に長期包括運営委託契約を締結することができ

ております。 

 既に、令和２年度に入っておりますので、長期包括運営委託契約に基づく運営・操

業が始まっております。 

 それでは、主な事項について、資料掲載の順に説明してまいります。 

 ３款１項１目ごみ処理運営費は、決算額１，７３８，１４９千円で、８６，８９９

千円の減です。 

 資料右側の成果説明の欄、（１）の本年度単独実施事業の欄をご覧ください。 

 令和元年度には、長期包括運営委託検討に係る支援業務委託料１０，１２０千円の

支出がございました。 

 先に触れました長期包括運営委託の導入、これの検討に際しまして必要となりまし

たコンサルタント業務の委託料になります。こちらのほうも一般財団法人日本環境衛

生センターに委託したところでございます。 

 次に、（２）の決算額の増減欄をご覧ください。決算額の増減が大きかったものを
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掲載しております。 

 一番上の施設電気料は、決算額５３，３１８千円で、１２，８６６千円の減です。 

 タービン出力アップで増大しました自家発電電力ですね、こちらのほう操業に必要

となります消費電力にもまわしております。効率的な操業が可能になりまして、消費

電力に占める買電、電気を買うほうですけれども、電力量が減少しております。 

 ２番目のごみ処理施設定期点検整備業務は、決算額５２２，４９１千円で、対前年

比５１，７５１千円の増です。 

 係る事業を施工するにあたりましては、整備、修繕ですね、それからメンテナンス

項目、係る経費の見積等について、第三者機関（日環センター）、日本環境衛生セン

ターですけれども、第三者機関を入れまして、その必要性を精査しました上で実施し

ております。 

 さらに、契約締結に際しましては、入札を実施することで適正価格を担保しており

ます。 

 上から４番目の可燃ごみ外部運搬処理委託料が、決算額３０，６６５千円で、対前

年比１，５２７千円の増です。 

 ごみ運搬費用では、筑前町からの運搬費用分として約１，１００千円の増がござい

ます。 

 それから、ごみ処理委託料につきましては、宮の陣クリーンセンターの処理単価の

値上がり分がございまして、約４２０千円の増になりました。 

 上から５番目の酸素発生装置・飛灰処理装置等改修工事は、先に触れました、年次

改修工事の令和元年度事業分でございます。 

決算額は７３３，７００千円で、対前年比では４３，９００千円の減でありました。 

 機器・設備の更新・修繕箇所、それから、それに係る見積金額の妥当性につきまし

ては、第三者機関の精査を入れて、必要性を確認しております。 

 また、入札を実施しまして、適正価格を担保することを確認しております。 

 １６節原材料費のうち、１番目のコークスは、決算額８５，４６９千円で、対前年

比９，０５４千円の増です。 

 コークスの原単位、原単位と申しますのはごみ重量、トン当たりのですね、コーク

スの消費量でございますが、コークスの原単位につきましては、減少しております。 

 ただ、ごみ処理量が増加しましたことから、それに伴う消費量の増高がございまし

た。 

 同じく、１６節原材料費のうち、上から３番目の排ガス関係は、決算額７，９８７

千円で、対前年比１，２１５千円の増でございました。 

 操業の状況によりましてですね、消石灰を高品質で割高なもの、特号石灰から高反

応石灰というものに変更して、試験的な運用をしております。 

 それから、今度は活性炭でございますが、活性炭は購入量が前年度よりも１単位多

かったということで、こちらにつきましては６００㎏単位で購入になりますので、去

年と比較したら１単位多かったというような事情がございまして、いずれも操業上の

事情で、去年よりも多かったということでございます。 

 ９ページをお願いします。 

 決算書では１５ページから１６ページで、下段あたりからの掲載になります。 

 ３款１項２目リサイクルプラザ運営費は、決算額１４４，１７７千円で、３，６９

３千円の減です。 

 資料右側の成果等の説明の欄、（１）の決算額の増減欄をご覧ください。 

 １番目のリサイクルプラザ定期点検整備業務は、決算額６４，３５０千円で、対前

年比３，３３０千円の増でございました。 
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 整備項目とか、それから、それに係ります見積金額の妥当性につきましては、第三

者機関の精査を入れております。それから入札を実施いたしまして、適正価格による

契約締結を担保しております。 

 ４番目、布団運搬処理委託料は、決算額８，０１８千円で、対前年比１，５９６千

円の増でした。こちらのほうは布団の搬入量が増加したということでございます。 

 量的には、約２３ｔの増となったということで、搬入量の増に伴う支出増でござい

ます。 

 決算書では、１７ページから１８ページをお願いします。 

 成果説明書のほうは、引き続き９ページでございます。 

 次に、３款１項３目リサイクル工房運営費でございます。 

 決算額５，７９２千円で、１，５２３千円の減です。 

 令和元年度は、リサイクル品の有償譲渡化に着手しております。 

 第６６回展示会では、オークションを実施して、展示品の売り払いを実施しました。

年度内で１回しか実施することができませんでしたが、１回の開催で４５４，５２０

円の売払収益がございました。 

 なお、３月開催の予定でございました６７回の展示会は、コロナの影響で中止とな

りました。 

 ３款１項４目カゴ・コンテナ等洗浄施設運営費は、決算額９，８７２千円で、対前

年比４，１３６千円の増です。 

 令和元年度のみの事業になりますけれども、コンテナ等洗浄・保管施設の運営・操

業形態を変更いたしまして、関係します業務のすべてをですね、ＪＦＥ環境サービス

に業務委託いたしました。 

 これに伴いまして組織改革を実施しまして、こちらの職場のほうに配属しておりま

した正規職員、嘱託職員の配属はすべてなくしました。 

 それから、シルバー人材センターからの作業人員の派遣もありましたが、これも併

せて廃止したところでございます。 

 １０ページをお願いいたします。 

 次に、款が変わりまして、４款１項公債費でございますが、公債費は、１０ページ

上段、１目元金が、決算額１２５，４５４千円で、対前年比７７，２１３千円の増、

中段２目利子が、決算額１，６９８千円で、対前年比１，３２３千円の増となりまし

て、施設建設の起債償還が終わって、大幅な減となっておりました昨年の状況から一

転しまして、今度は年次改修分の起債償還が始まりましたことから、令和元年度の支

出は増ということで一転してまいっております。 

 最後に、５款１項１目予備費でございます。 

 １件、合計１６２千円の予備費の充用がございました。 

 ２款１項３目２５節施設改修基金利子への充用でございましたが、施設改修基金の

積立金を１年定期で運用しておりますけれども、想定より高い利率で定期預金を更新

することができたということで、利息分が増高しております。 

 つきましては、基金に支出する際の利子積立金の予算が不足となりましたので、予

備費で対応させていただいたということでございます。 

 以上で、決算に係る主要施策の成果説明書に基づく説明を終わりまして、最後に、

決算書の記載事項について、追加説明をいたします。 

 決算書のほうをお手元にお願いいたします。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書について、ご説明いたします。 

 ３項歳入歳出差引額は、１０６，２３２千円となりまして、５項実質収支額も同額
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で１０６，２３２千円となります。 

 つきましては、１０６，２３２千円を翌年度へ繰り越すこととなります。 

 なお、令和２年度予算では、繰越金として７０，０００千円を計上しておりました

ので、２月議会定例会で補正予算としてお諮りする予定となります。 

 次に、２２ページをお願いいたします。 

 ２２ページから２４ページまでにかけて、財産に関する調書を付しておりますけれ

ども、１の土地及び建物、２の備品、３の機械・装置まで、年度中の増減はございま

せんでした。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 ４の基金につきましては、前年度末残高５９４，３５０，５４０円に対しまして、

決算年度中増減高が２１２，５２０円の増で、決算年度末現在高は５９４，５６３，

０６０円となっております。 

 以上で説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 ここで監査報告をお願いします。 

 藤野代表監査委員の入室をお願いいたします。 

 （藤野代表監査委員 入室） 

 議  長  お願いいたします。 

藤野代表監査

委員 

 監査委員を代表いたしまして、決算審査報告をいたします。 

 去る７月１６日、安丸監査委員とともに、地方自治法第２３３条第２項の規定に基

づく、令和元年度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入歳出決算について、及

び同法第２４１条第１項に基づく、甘木・朝倉・三井環境施設組合基金運用状況につ

いて、慎重に審査いたしました結果、適切な執行がなされており、帳簿及び調書類は

的確に整備され、正確順当であると認めましたので、別紙、決算審査意見書及び基金

運用状況審査意見書を添えてご報告いたします。 

 以上、監査報告を終わります。 

 議  長  ありがとうございました。 

 監査報告が終わりましたので、藤野代表監査委員さんの退室をお願いいたします。 

 （藤野代表監査委員 退室） 

 議  長  それでは、これから質疑を行います。 

 質疑がある方は、挙手お願いいたします。 

 質疑ございませんか。 

３番 浅尾議員 

 ３  番 

 浅尾議員 

 成果説明書の７ページの４番、１９節負担金補助のところで、栗田区運動公園グラ

ウンド暗渠排水設備改修のところで３，６９６千円が実施されております。 

 この栗田区の運動公園の所有はどこなのか、サン・ポートの持ち物ではないだろう

とは思いますがですね、この経過、それからまた、今日は栗田区に対するいろいろ話

があるようでございますけども、この暗渠工事のですね、排水設備改修が行われた、

サン・ポートからの予算の中で行われたこの経過をですね、説明いただきたいと思い

ます。 

 議  長  施設課長 

 施設課長  お答えいたします。 

 栗田区の運動公園でございますが、これは、この施設を立ち上げますときの周辺環

境整備によるものとしてつくられたものでございまして、所有は筑前町でございま

す。管理は、地元栗田区が行っておられます。 

 諸々遊具とかですね、設備がございますけれども、これの少額のものにつきまして
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は、やはり栗田区が負担されております。 

 ただ、今回上げておりますような暗渠排水とか高額になる部分につきましては、１

０万以上になってくる場合は組合と協議の上、組合が支出するというような取り決め

がありまして、今回はそれに基づいて暗渠排水の設備を組合の負担で行ったというこ

とでございます。以上です。 

 議  長  ３番 浅尾議員 

 ３  番 

 浅尾議員 

 確認しますけど、この取り決めなりは文書とかで契約なりをされていると、１０万

以上のというお話がありましたけれども、そういった改修なり、そういったことにつ

いては、サン・ポートが栗田区の公園に対しては行うという取り決めが、最初からあ

ったということでよろしいですね。 

 議  長  施設課長 

 施設課長  おっしゃいますとおり、協定書と言いますのが、栗田区の運動公園について一つご

ざいまして、それで、書面で取り決めがございます。 

 議  長  他にございませんか。  

 これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 （反対討論なし） 

 議  長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 （賛成討論なし） 

 議  長  討論、ないようでございます。 

 これで、討論を終わります。 

 これから、議案第６号「令和元年度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入歳

出決算の認定について」を、採決します。 

 議案第６号は、原案のとおり承認することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第６号「令和元年度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入

歳出決算の認定について」は、原案のとおり可決されました。 

 閉  会  

 議  長  以上をもって、本日の日程は、全部終了いたしました。 

 これをもって、令和２年第２回甘木・朝倉・三井環境施設組合議会定例会を閉会し

ます。 

（１５時４０分） 
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